
３年 世界史Ｂ 課題（５／15－21） 
 

＊教科書Ｐ8９-９１を読みながら、空欄（ １ ）～（ ４７ ）に適する語句をルーズリ

ーフに書きなさない。ただし、文中に空欄に入る語句が出ている場合がある。 

 

＊中国史が続きますので、普段使わない漢字がたくさん出てきます。教科書をよく

見ながら漢字を書き間違えないように注意してください。また、読み方もよくみ

ておいてください。 

 

＊ただ空欄を埋めることだけに注力するのではなく、文章の意味をできるだけ把握

しながら進めてください。 

 

＊下にタペストリー（資料集）の地図の見ておくべきポイントを書いています。 

 世界史の学習には地図が命ですから、

前漢～唐までの地図を確認しておいてください。 

 

＊１学期の世界史Ｂの初回の授業で提出すること。 

 

唐代の社会と文化（Ｐ８９） 

 唐の中ごろから、農業生産が一段と発展した。華北では、（１   ）を裏作とする（２   ）が普

及し、江南では、（３   ）栽培の技術も向上し、水田地帯はさらに南方に広がった。また、首都

（４   ）の（５   ）（西市・東市）のように、都城内の一定の区域に限定はされていたが、各種の

商店や手工業の工房も繁栄した。対外交易も発展し、西域経由の東西貿易が安定したほか、

（６   ）や（７   ）を中心に南海貿易もさかんになり、やがて広州には国家が貿易を管理する

（８   ）が設置され、アラビアやペルシアの（９   ）の来航も多くなった。 

 経済の発展に支えられて文化も栄えた。唐代の文化の特色は、華北と江南の文化が融合した

点にあったが、同時に東西交易の盛況を背景として国際色豊かであった。（１０   ）は、国家の

保護を受け、支配者層の必須の教養科目となった。（１１   ）の試験科目となったこともあって、

経典類の編集・研究がすすみ、（１２   ）らによる欽定の注釈書『（１３   ）』が編集された。文

学では、六朝時代の形式美がすたれ、（１４   ）（韓退之）や（１５   ）らは古文の尊重を唱えた。



また科挙で詩賦が重視されたこともあって、（１６   ）が隆盛し、（１７        ）らの詩人が

活躍した。 

 美術では、書の褚遂良・（１８   ）、絵の閻立本・（１９   ）らが出た。絵画の題材には（２

０   ）が好まれ、（２１   ）の技法による（２２   ）が発達した。工芸では、（２３   ）で知られ

る陶器に特色があらわれた。 

 宗教では、仏教が前代につづいて発展した。（２４   ）や（２５   ）らのように仏典を求めて

インドにおもむく僧も多く、（２６   ）の漢訳と教理の研究もすすんだが、浄土宗や禅宗などの

新しい宗派が誕生し、最澄と空海が日本に伝えた天台宗と真言宗は、平安仏教に大きな影響を

与えた。 

ここからＰ９１ 

 また、西方諸国との交流がさかんになると、（２７   ）（ゾロアスター教）・マニ教・（２８   ）

（イスラーム教）・（２９   ）（ネストリウス派キリスト教）なども伝わり、それらの寺院も建てられ

た。 

唐の滅亡（Ｐ９１） 

 唐の（３０   ）は、慢性的な口分田の不足や、土地の兼併による荘園の成長などによって、す

でに玄宗のころから実施が困難になっていた。徴兵による（３１   ）も、傭兵による（３２   ）

にきりかえられ、国境の守備は傭兵軍団を率いる（３３   ）にゆだねられた。玄宗の晩年には

（３４   ）の一族が実権を握り、この状況のなかで、７５５年、３節度使を兼任したイラン系ソグ

ド人の（３５   ）と、その部下の（３６   ）が反乱をおこした（３７   ）。９年に及ぶこの大反乱

は、節度使と（３８   ）の援軍によって鎮圧されたが、安史の乱以降節度使は内地にも置かれ

るようになり、行政・財政権を手中に入れた軍閥（３９   ）として各地に割拠した。 

 安史の乱以後、農民の一人ひとりに公平な税負担を求める（４０   ）がゆきづまると、７８０

年、各戸の所有する土地や資産に応じて徴税する（４１   ）が施行された。しかし、銭納を原則

とするこの税法によって農民は貨幣経済に組みこまれ、これまで国家の保護のもとにあった小

農民の没落がすすんで、やがて農民反乱があいつぐ事態となった。９世紀末には、山東の塩の密

売人の（４２   ）、（４３   ）らが率いる反乱（４４   ）がおこり、華中から華南にまで及ぶ農

民の大反乱へと発展した。これにより、唐の権威は完全に失われ、ついで９０７年、 節度使の（４

５   ）が（４６   ）（開封）を都として（４７   ）を建て、唐は滅亡した。 

タペ（資料集）の地図（中国の部分）を見て、前漢～唐までの変遷を見ておきましょう。 

以下、特に見ておいてほしいポイントです↓↓ 

★Ｐ９（前漢） 

・都の長安の位置 

・□で囲っている郡のうち、南部にある南海と朝鮮半島にある楽浪と西部の敦煌の位置 

・匈奴の勢力範囲 

・大月氏とフェルガナ（大宛）の位置 



 ★Ｐ１１（後漢）ｆｇ 

   ・後漢の領土（西に広い） 

   ・都の洛陽の位置 

 ★Ｐ１３（三国時代） 

   ・魏蜀呉の位置 

・魏の都洛陽、蜀の都成都、呉の都建業の位置 

 

 ★Ｐ１５ 

   ・北部は五胡十六国、南部は東晋・・・南北で分裂しています 

   ・東晋の都の建康の位置 

★Ｐ１９（隋）  

    ・都の大興城（長安）の位置 

    ・隋の北部の突厥の勢力範囲 

    ・朝鮮半島の高句麗の位置 

 ★Ｐ２１（唐） 

    ・都の長安の位置 

 ★Ｐ２３（唐） 

    ・唐の周りの国や民族の位置（吐蕃、ウイグル、南詔、渤海、新羅） 


